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１．調査の設計 

 「横浜市環境教育アクションプラン」（平成 18 年３月）に基づく取組について、初年度となる

平成 18 年度現在の取組状況のふりかえりを行うための基礎調査として、市民、事業者、市民活動

団体を対象に、アンケート調査を行った。 

 それぞれの調査の設計は、以下のとおりとした。 

 

表 各主体のアンケート調査の設計 

 市 民 事業者 市民活動団体 

対 象 

・20歳以上の市民 

（住民基本台帳ならびに外国

人登録から無作為抽出） 

・横浜市環境保全協議会会員

企業 

・横浜市景況・経営動向調査

 対象企業（1,000社から無

作為抽出） 

・環境創造局環境活動事業課

と情報交換を行っている団

体 

対象数 3,000人 

・保全協会員企業 230社 

・景況調査企業  270社 

      計 500社 

144団体 

設問数 42問（全14項目） 47問（全14項目） 29問（全10項目） 

主な 

質問事項 

［属性］ 

・年齢   ・職業 

［質問］ 

・環境問題への関心・行動 

・３つの重点行動（地球温暖

化防止、ごみ・リサイクル、

水辺や緑の保全）について

の関心と取組の状況 

・横浜市の環境情報提供 

・横浜市の環境関連施策充実

度 

・所属組織での取組状況 

・他の主体との連携状況 

［属性］ 

・業種   ・従業員数 

［質問］ 

・環境配慮活動の位置付け 

・環境配慮活動への取組状況

・３つの重点行動（地球温暖

化防止、ごみ・リサイクル、

水辺や緑の保全）について

の関心と取組の状況 

・横浜市の環境関連施策の充

実度 

・他の主体との連携状況 

・国際協力・交流 

［属性］ 

・活動分野（ジャンル） 

［質問］ 

・環境問題全般への関心と行

動 

・環境行動への取組状況 

・３つの重点行動（地球温暖

化防止、ごみ・リサイクル、

水辺や緑の保全）について

の関心と取組の状況 

・横浜市の関連施策の充実度

・他の主体との連携状況 

・国際協力・交流 

実施時期 
平成 19年１月23日（火） 

 ～２月９日（金） 

平成 19年２月９日（金） 

～２月21日（水）

平成19年２月９日（金） 

～２月21日（水）

回収率 
30.6％ 

（913件／2979件） 

54.9％ 

（273件／497件） 

42.7％ 

（61件／143件） 

注）回収率は、郵便不達分を除いた実数で算出している。 



２．調査の結果 

１）市民 

① 回答者の属性 

(1) あなたの年齢は？ 

・60 歳以上が 40％近くを占めている。一方、20 代の割合が低い。 

 

 
無回答
0.3%

60～69歳
23.5%

50～59歳
18.2%

40～49歳
18.0%

30～39歳
17.5%

20～29歳
7.8%70歳以上

14.7%

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) あなたの職業は？ 

・60 歳以上が多いこともあり、「その他」が最も多く、半数を超えている。 

 

 

自営
7.6%

無回答
1.4%

勤め人
38.4%その他

50.3%

学生
2.3%

 

 

 

2 



② 環境問題への関心・行動 

(3) 環境問題に関する関心や行動について伺います。最も近いものを１つ選んで○をつけてく

ださい。 

・「まったく関心がない」は１％弱で、約 98％の人が環境問題について「関心」がある。 

・半数を超える人（約 55％）が関心を持つだけでなく、何らかの行動をしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

50.4% 42.7%

4.4% 0.8%

1.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

みんなで環境活動を進めている 個人でできる行動をしている

関心はあるが、特に何もしていない まったく関心がない

無回答

 

③ ３つの重点行動についての関心・行動 

重点行動１ 360万人の地球温暖化防止の行動 

(4)あなたは、地球温暖化についてどの程度関心がありますか。最も近いものを１つ選んで○を

つけてください。 

・３つの重点行動の中で関心度注 1）は最も高い（平均：約 90％ ごみ平均：約 86％、水・緑

平均：80％）。特に「暮らしの中で自分たちができる行動について」への関心が高い（93.1％）。 

注１）「とても関心がある」と「ある程度関心がある」を合わせた割合を「関心度」とする。（以下、すべて

同様） 

 

39.8%

36.4%

25.3%

38.8%

25.1%

53.3%

57.1%

58.2%

54.3%

60.7%

12.9%

10.2%

3.7%

4.1%

3.4%

1.2%

0.9%

1.0%

0.7%

0.9%

2.8%

2.3%

2.6%

1.9%

2.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

地球温暖化のメカニズムや現状・影響について

世界や日本での地球温暖化防止の取組について

 

 

 

 

 

 横浜市の温室効果ガ

 

 

 

 

 

スの排出量や、市が進めている地球温暖
化防止の取組について

地球温暖化防止に向けて、暮らしの中で自分たちができる行動
について

地球温暖化防止に向けて、地域で一緒に取組むことについて

 

とても関心がある ある程度関心がある あまり関心がない まったく関心がない 無回答 
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 (5)地球温暖化防止について、あなたはどのように取組んでいますか。最も近いものを１つ選

んで○をつけてください。 

・行動実践度注２）が最も高いのは、「家電製品等の買換時には、省エネ型のものを選ぶ」（約

84％）であるが、設問項目により取組み状況に差がみられる。 

注２）「常に実施」と「ある程度実施」を合わせた割合を「行動実践度」とする。（以下、すべて同様） 
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17.5%

19.4%

27.1%

27.7%

13.8%

4.1%

47.5%

54.9%

56.8%

44.1%

36.8%

16.3%

23.0%

13.5%

7.3%

18.6%

16.8%

11.2% 58.4%

8.1%

7.6%

4.3%

4.7%

16.6%

3.8%

4.7%

4.5%

4.8%

16.0%

10.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

使わない電化製品等のコンセントはプラグから抜く

冷暖房の温度を適切に調整する（市推奨：夏は28℃以上、冬は
19℃以下）

テレビやエアコンなどの家電製品等の買換時には、省エネ型の
ものを選ぶ

通勤や買い物、営業等の外出時には、なるべく徒歩、自転車、
公共交通機関を使う

車に乗るときは、エコドライブ（環境に配慮した運転）をする

太陽光発電や高効率給湯器（エネルギー消費効率の高い給湯
器）等を導入する

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

常に実践 ある程度実践 たまに実践 実践していない 無回答 

重点行動２ ごみにしない３つのR行動 

(6)あなたは、ごみやリサイクルについてどの程度関心がありますか。最も近いものを１つ選ん

で○をつけてください。 

・３つの重点行動の中で、「とても関心がある」の割合が最も高い（平均約 35％）。特に、「ご

み問題の現状や自分たちが出したごみ・資源の行方について」（約 89％）や「暮らしの中

で自分たちができる行動について」（約 90％）など、日常生活に直接関係がある項目が高

い。 

 

 
40.0%

32.6%

35.2%

38.9%

27.5%

48.5%

51.8%

48.5%

51.4%

54.7%

6.4%

8.5%

9.6%

4.4%

11.4%

1.2%

1.9%

1.9%

0.8%

1.5%

4.9%

4.6%

4.8%

5.1%

3.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ごみ問題の現状や自分たちが出したごみ・資源の行方について

広域のごみの処理やリサイクル・リユースについて

横浜市のごみの量やG30の取組について

ごみの発生を抑制し、資源を循環利用するために、暮らしの中で
自分たちができる行動について

 ごみの発生を抑制し、資源を循環利用するために、地域で一緒
に取組むことについて

とても関心がある ある程度関心がある あまり関心がない まったく関心がない 無回答



(7) ごみやリサイクルについてあなたはどのように取組んでいますか。最も近いものを１つ選
んで○をつけてください。 

・行動実践度が最も高いのは、「ごみはきちんと分別し、その行方を確認する」（約 91％）で

ある。 

・「資源となるものは回収に出す」は「常に実践している」（約 51％）と特出している。 

 

39.9%

50.6%

9.1%

23.8%

28.9%

16.2%

51.4%

39.8%

37.2%

55.5%

51.4%

42.8%

3.3%

34.7%

14.1%

12.2%

27.6% 8.1%

3.4%

2.5%

1.9%

13.7%

1.0%

1.1%

5.3%

5.0%

4.7%

5.3%

5.4%

4.3%
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ごみはきちんと分別し、その行方を確認する

資源となるものは回収に出す

 

 

 
グリーン購入やリサイクル製品を選んで買う、レジ袋はもらわない

余分なものは買わない、食べ物を残さない

詰め替え商品やリサイクルしやすい製品を選んで買う

使用可能な不用品は必用な人に譲る等、工夫して再利用する

 

 

 

 

 

 常に実践し、他者にも働きかけ、一緒に取組んでいる

ある程度実践している 
たまにしか実践していない

 まったく実践していない

無回答
 

重点行動３ 水と緑をつなぐ環境保全行動 

(8) あなたは、水辺や緑の保全についてどの程度関心がありますか。最も近いものを１つ選ん
で○をつけてください。 

・３つの重点行動の中で関心度が最も低い（平均：約 80％ 温暖化平均：約 90％、ごみ平均：

約 86％）。 

39.5%

32.2%

27.3%

28.4%

21.9%

45.8%

49.3%

51.0%

52.4%

52.2%

10.5%

14.1%

16.5%

15.4%

20.0%

1.3%

1.4%

2.0%

1.2%

2.2%

3.6%

2.6%

3.2%

3.0%

2.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

水辺や緑の減少がもたらすメカニズムや現状・影響について

世界や日本での水辺や緑の保全・創造の取組について

横浜市の水辺と緑の現状や、市が進めている保全と創造の取組
について

水辺や緑の保全と創造に向けて、暮らしの中で自分たちができる
行動について

水辺や緑の保全と創造に向けて、地域で一緒に取組むことにつ
いて

とても関心がある ある程度関心がある あまり関心がない まったく関心がない 無回答
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(9) 水辺や緑の保全についてあなたはどのように取組んでいますか。最も近いものを１つ選ん
で○をつけてください。 

・関心度と同じく、行動実践度も３つの重点行動の中で最も低く（平均：約 29％ 温暖化平

均：約 61％、ごみ平均：約 74％）、「常に実践」している人は、すべての設問項目で 10％

台かそれを下回っている。 

10.0%

10.1%

9.3%

4.1%

41.0%

34.4%

7.9%

31.3%

6.7%

15.4%

27.5%

35.8%

24.3%

34.5%

20.9%

31.3% 44.9%

2.2%

2.3%

65.9%

22.6%

60.6%

15.2%

18.5%

4.3%

4.3%

2.3%

4.9%

4.5%

3.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

家・学校・事業所等では緑をできるだけ増やしている

家・学校・事業所等近くの川や公園・森や里山などに出かけふれあう

地域の川や公園・森や里山などの管理活動・ボランティアに参加する

横浜産の野菜やくだものなどを選んで買う

自然や生きものの観察会に参加する

水辺や緑の保全と創造のための募金などに積極的に応じる

常に実践し、他者にも働きかけ、一緒に取組んでいる
ある程度実践している
たまにしか実践していない
まったく実践していない
無回答

 

④ 横浜市の環境教育関連施策について 

(10) 環境に関する情報について、あなたがほしいと思う情報はなんですか？ 

・必要とされている環境情報としては、「地球温暖化・ヒートアイランド」（約 32％）の割合

が最も高い。 

 

 

無回答
3.9%

水環境
9.5%

有害化学物質
16.2%

地球温暖化・
ヒートアイランド

32.2%

緑環境
11.7%

大気環境
17.1%

その他
1.4%

騒音・振動
3.7%

生きもの
4.2%
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(11) あなたはどのような方法での情報提供を期待されますか？ 
・報告書や測定数値の提供より、視覚的に分かりやすいかたちでの提供が期待され、インタ

ーネット（ホームページ：約 35％）よりも、紙媒体（約 66％）が望まれている。 

 

 

イラストなどを多
用した分かりや

すい小冊子
56.3%

無回答
1.6%

ホームページで
測定数値の提供

3.4%

ホームページで
グラフや写真を
使い分かりやす
く解説された情

報
31.4%

専門的
調査報告書

7.2%

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(12) 環境課題を解決するための横浜市の仕組みや施策についてお伺いします。最も近いもの
を１つ選んで○をつけてください。 

・「各主体と行政との協働の仕組み」や「各組織間の自主的な連携」とも「あまり感じられな

い」と「まったく感じられない」の合計が半数を超えている。 

36.6%

32.2%

49.3%

49.5%

3.9%

3.0%

9.5%

6.0%

5.1%

4.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

家庭・地域・学校・環境活動団体・事業所等と行政との協
働の仕組みは十分整っていると感じられますか。

あなたのお住まいの地域では、各組織間（家庭・地域・学
校・環境活動団体・事業所等・

行政）の自主的連携が図られていると感じられますか。

十分感じられる ある程度感じられる あまり感じられない まったく感じられない 無回答
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(13)あなたが属している組織（家庭・地域・学校・環境活動団体・会社等・行政）では環境問

題にどのように取組んでいますか。最も近いものを１つ選んで○をつけてください。 

・組織の中での環境問題に対する取組は、組織の一部あるいは個人で取り組んでいる割合が

高い(約 70％)。 

 

まったく取組ん
でいない

9.5%

無回答
5.5%

組織の一部で
取組んでいる

38.7%

個人に任され
ている
26.8%

組織全体で取
組んでいる

19.5%
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２）事業者 

① 回答者の属性 

(1) 貴社の業種は？ 

・業種は、製造業が最も多く約 36％、中でも「電機・精密機」（約 15％）が多い。次いで、

「建設業」（約 14％）が多く、第二次産業が半数を占める。 

 

 

運輸・倉庫業
3.3%

卸売業
3.7%

小売業
3.3%

不動産業
1.8%

情報サービス業
2.9%

鉄鋼・金属等
6.2%

繊維・衣類等
1.1%

無回答
0.4%

一般機械
6.6%

建設業
13.9%

輸送用機械
7.7%

電機・精密等
14.7%

その他
34.4%

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 貴社の従業員数は？  

・従業員数が 100 人以上の会社が半数近く（約 47％）を占めている。 

 

 

30～49人
12.1%

20～29人
7.3%

10～19人
7.0%

5～9人
5.9%

1～4人
3.3%

無回答
0.7%

300人以上
24.5%

100～299人
22.0%

50～99人
17.2%
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②環境への関心・行動 

 (３)地域および地球規模の環境問題の、事業者としての取組について、貴社ではどのように位

置づけ考えられていますか。最も近いものを１つ選んで○をつけてください。 

・「経営方針・戦略の柱の一つに位置づけ、ＣＳＲ（企業の社会的責任）の一環としている」

事業所が最も多い（約 64％） 

 
無回答

4.0%

まったく関心がない
0.0%

取組む必要性は
認識しているが、

現時点では
何もしていない

7.3%

法律に定められて
いる基準等が遵守
されていればよいと
考え、取組んでいる

24.5%

経営方針・戦略の柱
の一つに位置づけ、
ＣＳＲ（企業の社会
的責任）の一環とし

て取組んでいる
64.1%

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(４)貴社では、次の環境配慮活動についてどの程度取り組んでいますか。最も近いものを１つ選

んで○をつけてください。 

・実践度注３）が高い取組みは「環境法令の遵守」（約 92％）、「事業活動の環境負荷の低減」（約

88％）で、「社全体で取り組む」割合も高い。 

注３）「社全体で取り組む」と「一部で取り組む」を合わせた割合を「実践度」とする。 

84.2%

70.3%

40.7%

59.7%

39.2%

52.7%

16.1%

23.8%

8.4%

17.9%

24.5%

11.7%

13.2%

20.1%

15.4%

27.1%

22.0%

28.6%

17.6%

41.4%

34.1%

7.7%

24.5%

12.8%

5.1%

8.4%

19.0%

0.7%

1.1%

9.2%

7.3%

16.1%

1.5%

2.2%

2.2%

2.6%

1.8%

2.9%

2.2%

3.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

環境関連の法令の遵守

事業活動にともなう環境負荷の低減

環境負荷低減技術や環境配慮型の製品・サービス等
の開発・提供

環境方針・環境目標や計画の策定

環境報告書等による環境に関する情報や取組成果の
公表

従業員への環境教育・研修の実施

従業員のボランティア活動への支援

地域での環境活動（実践、参加、協力）

社全体で取り組む 一部で取り組む あまり取り組んでいない
まったく取り組んでいない 無回答  
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③ ３つの重点行動についての関心・行動 

重点行動１ 360万人の地球温暖化防止の行動 

(５)貴社では、地球温暖化についてどの程度関心がありますか。最も近いものを１つ選んで○

をつけてください。 

・関心度は全体的に高いが（平均：約 90％）、「とても関心がある」が最も多いのは「事業所

の中で自分たちができる行動について」である。（約 47％） 

 

46.2%

45.8%

35.9%

47.3%

29.3%

46.2%

47.3%

52.4%

43.6%

53.5%

8.1%

12.1%

5.1%

3.7%

3.7%

2.6%

1.5%

1.5%

1.5%

1.8%

2.2%

2.2%

1.8%

2.6%

2.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

地球温暖化のメカニズムや現状・影響について

世界や日本での地球温暖化防止の取組について

横浜市の温室効果ガスの排出量や、市が進めている地
球温暖化防止の取組について

地球温暖化防止に向けて、事業所の中で自分たちがで
きる行動について

地球温暖化防止に向けて、地域で一緒に取組むことに
ついて

とても関心がある ある程度関心がある あまり関心がない まったく関心がない 無回答

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(６)地球温暖化防止活動について、貴社ではどのように取組んでいますか。最も近いものを１

つ選んで○をつけてください。 

・行動実践度が最も高いのは「省エネ・節水、クールビズの導入など、事務所等での負荷低

減」（約 88％）、「設備更新時には、高効率・省エネ型のものを選ぶ」（約 86％）であるが、

設問項目により取組みの状況に差がみられる。 

68.9%

61.5%

35.9%

33.0%

19.4%

24.2%

31.5%

10.3%

14.7%

24.9%

26.7%

4.0%

8.4%

8.8%

32.2%

1.1%

2.9%

4.4%

49.8%

22.3% 3.3%

3.7%

3.3%

2.6%

2.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

給湯・コンロ・電気機器の省エネや節水、クールビズの導
入など、事務所等での負荷低減を図っている

ボイラー・空調機器などの設備の更新時には、高効率・省
エネ型のものを選ぶ

所有車両等の運行時は、エコドライブを徹底、車両の更新
時にはクリーンエネルギー自動車などを選ぶ

太陽光や風力をはじめとする新エネルギーを導入している

事業活動に伴う温室効果ガス削減目標や計画を策定し、
推進している

社全体で取り組む 一部で取り組む あまり取り組んでいない

まったく取り組んでいない 無回答
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重点行動２ ごみにしない３つのＲ行動 

(７)貴社では、ごみやリサイクルについてどの程度関心がありますか。最も近いものを１つ選

んで○をつけてください。 

・３つの重点行動の中では関心度が最も高く（平均：約 91％ 温暖化平均：約 90％、水・緑

平均：約 80％）、かつ、「とても関心がある」の割合も高い（平均：約 53％）。 

64.5%

50.9%

53.5%

61.5%

36.6%

29.3%

41.4%

38.5%

31.5%

46.2% 12.8%

4.4%

3.7%

5.5%

4.0%

0.4%

0.4%

0.4%

0.4%

1.8%

2.6%

2.6%

3.3%

1.8%

2.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ごみ問題の現状や事業所が出したごみ・資源の行方に
ついて

広域のごみの処理やリサイクル・リユースについて

横浜市のごみの量やＧ３０への取組について

ごみの発生を抑制し、資源を循環利用するために、事業
所の中でできる行動について

ごみの発生を抑制し、資源を循環利用するために、地域
で一緒に取組むことについて

とても関心がある ある程度関心がある あまり関心がない まったく関心がない 無回答
 

 

(８) ごみやリサイクルについて貴社ではどのように取組んでいますか。最も近いものを１つ選
んで○をつけてください。 

・行動実践度は、３つの重点行動の中で最も高い（平均：約 72％）。特に、半数を超える事

業所が「ごみの発生抑制・リサイクル目標や計画の策定」に社全体で取り組んでいる。 

 

35.2%

46.2%

40.7%

36.3%

52.7%

39.6%

32.6%

27.8%

30.8%

20.1%

21.2%

19.4%

20.1%

14.7%

24.2%

2.2%

3.3%

5.9%

5.1%

5.1%

2.6%

3.7%

4.4%

3.3%

2.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

取引先への簡易包装の要請や、ごみになりにくい製品
の購入

製品の修理や使用済み製品の回収・リサイクル

グリーン購入・グリーン調達

事業所周辺等の清掃活動

ごみ発生抑制・リサイクル目標や計画の策定・推進

社全体で取り組む 一部で取り組む あまり取り組んでいない まったく取り組んでいない 無回答
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重点行動３ 水と緑をつなぐ環境保全行動 

(９) 貴社では、水辺や緑の保全についてどの程度関心がありますか。最も近いものを１つ選ん

で○をつけてください。 

・３つの重点行動の中で、関心度が最も低い（平均：約 80％ 温暖化平均：約 90％、ごみ平

均：約 91％）。 

 

30.8%

27.8%

29.7%

26.0%

20.5%

54.6%

54.6%

52.4%

50.2%

54.9%

12.8%

19.0%

18.3%

12.5%

9.5%

3.3%

3.3%

2.6%

2.9%

2.9%

2.2%

2.2%

2.6%

2.2%

2.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

水辺や緑の減少がもたらすメカニズムや現状・影響に
ついて

世界や日本での水辺や緑の保全・創造の取組につい
て

 

 

 

 

 

 

 横浜市の水辺や緑の現状や、市が進めている保全・創
造の取組について

水辺や緑の保全と創造に向けて、事業所の中で自分
たちができる行動について

水辺や緑の保全と創造に向けて、地域で一緒に取組
むことについて

 

 

 

 

 

 

 
とても関心がある ある程度関心がある あまり関心がない まったく関心がない 無回答

 

 

(10) 水辺や緑の保全について貴社ではどのように取組んでいますか。最も近いものを１つ 
選んで○をつけてください。 

・「事業所の敷地内緑化や屋上・壁面緑化」について 50％程度が取り組んでいる。 

27.5%

6.6%

27.1%

12.5%

8.4% 33.7%

4.8%

27.5%

36.6%

15.0%

43.2%

48.4% 2.9%

2.9%

2.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

事業所の敷地内緑化や、屋上・壁面緑化

敷地内、その他所有地でのビオトープやトンボ池などの
整備

水辺や緑の保全のための募金

社全体で取り組む 一部で取り組む あまり取り組んでいない まったく取り組んでいない 無回答
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④ 横浜市の環境教育関連施策について 

(11) 事業者が環境に配慮した事業活動を行ったり、地域で環境行動を実施するために、 

横浜市の制度や施策は、十分整っていると感じられますか。最も近いものを１つ選んで 

○をつけてください。 

・しくみの充実度注４）が半数を超えているのは「事業者や地域の環境行動の情報提供」と「事

業所がもっている知識や技術等を環境行動に結びつける」（いずれも約 51％）である。 

注４）「十分整っている」と「ある程度整っている」の割合を「充実度」とする。 

 

7.3%

6.2%

9.5%

5.1%

46.2%

40.3%

39.2%

41.8%

32.2%

43.6%

49.8%

4.8%

38.8%

42.1%

38.8%

7.3%

4.8%

5.5%

4.8%

5.1%

5.5%

5.1%

5.5%

5.5%

5.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

事業所がもっている知識や技術等を環境行動に結びつけ
る講座や研修

事業者が参加することができる環境行動の機会

環境行動のための施設や場の提供

事業者や地域の環境行動の情報提供

地域で各主体（地域・学校・環境活動団体・事業者・行政）
が連携して行動を進めるためのコーディネート機能

充分整っている ある程度整っている あまり整っていない まったく整っていない 無回答
 

 

(12) 地域や市域の環境課題に対し、他の主体と連携して取り組んだことがあった場合、 

その相手先はどこですか。該当するもの全てに○をつけてください。（複数回答） 

・連携の相手先として最も多かったのは「環境活動団体」（約 22％）で、約 40％の事業所が

「協力・連携は行っていない」と回答している。 

15.8%

39.9%

4.0%

18.3%

22.0%

7.7%

19.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

行政

自治会・町内会

他事業所

環境活動団体

学校

その他

協力・連携は行っていない
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３）市民活動団体 

① 活動団体の属性 

(1) 活動ジャンルは？ 

・活動ジャンルとしては、川・海・水に関する活動が最も多く（全体の約 40％）、緑・樹林・

里山に関する活動（約 18％）の順となっている。 

 

 

緑・樹林・
里山
18.0%

川・海・水
39.3%

エネル
ギー・リサ
イクル・
省資源
8.2%

環境教
育・環境

学習
13.1%

生きもの
9.8%

総合・
その他
8.2%

無回答
3.3% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 環境問題への関心・行動 

(２)環境問題全般に関する関心や行動について伺います。あなたの団体で最も近いものを１つ

選んで○をつけてください。 

・回答のあった団体はすべて、活動分野以外のテーマについて関心をもっている（約 93％）。 

 

 自団体のテーマ
以外の分野には

関心がない
0.0%

自団体のテーマ
以外の分野にも
関心があり、団
体内でできる行

動をしている
34.4%

自団体のテーマ
以外の分野にも
関心があるが、
行動は各個人に

任せている
31.1%

自団体のテーマ
以外の分野にも
関心があり、団
体内で話し合っ
たり、他団体や
地域の呼びかけ
たりして環境行
動を進めている

27.9%

無回答
6.6%
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(３)貴団体では、次の環境活動についてどの程度取組んでいますか。最も近いものを１つ 

選んで○をつけてください。 

・「他の主体との交流会や成果発表会の開催」に取り組んでいる割合が最も高い（約 66％）。 

34.4%

23.0%

44.3%

49.2%

16.4%

21.3%

16.4%

16.4%

23.0%

11.5%

13.1%

11.5%11.5%

18.0%

13.1%

11.5%

13.1%

24.6%

24.6%

3.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

団体の活動内容や成果を発表するニュースレターや、
ホームページの作成

学校や地域での出前授業（講座）の実施

清掃活動やお祭りなど、地域で進めている環境活動やイ
ベントへの参加

他の主体（家庭・地域・学校・事業者・行政）との交流会
や成果発表会の開催

団体全体で取り組んでいる 一部のメンバーで取り組んでいる
個人的に取り組んでいる まったく取り組んでいない
無回答

 

 

③ ３つの重点行動についての関心・行動 

重点行動１ 360万人の地球温暖化防止の行動 

(4)貴団体では、地球温暖化についてどの程度関心がありますか。最も近いものを１つ選んで 

○をつけてください。 

・３つの重点行動の中では最も関心度は低い（平均：約 77％ ごみ平均：約 82％、水と緑平

均：約 86％）。 

44.3%

42.6%

39.3%

41.0%

29.5%

36.1%

36.1%

32.8%

39.3%

45.9%

16.4%

13.1%

9.8%

8.2%

9.8%

6.6%

8.2%

8.2%

9.8%

11.5%

1.6%

3.3%

1.6%

1.6%

3.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

温暖化のメカニズム・現状・影響について

世界や日本での温暖化防止の取組について

横浜市の温室効果ガスの排出量や、市が進めている
地球温暖化防止の取組について

地球温暖化防止に向けて、団体の中で自分たちがで
きる行動について

地球温暖化防止に向けて、地域で一緒に取組むことに
ついて

とても関心がある ある程度関心がある あまり関心がない まったく関心がない 無回答
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重点行動２ ごみにしない３つのＲ行動 

(５)貴団体では、ごみやリサイクルについてどの程度関心がありますか。最も近いものを１つ 

選んで○をつけてください。 

・ 全項目で「とても関心がある」との回答が最も多い。「ごみ問題の現状や出したごみ・資

源の行方について」への関心度が最も高い（約 85％）。 

52.5%

47.5%

52.5%

45.9%

42.6%

32.8%

32.8%

31.1%

37.7%

34.4% 11.5%

6.6%

8.2%

8.2%

9.8%

9.8%

6.6%

4.9%

9.8%

6.6%

1.6%

1.6%

1.6%

1.6%

1.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ごみ問題の現状や出したごみ・資源の行方について

広域のごみ処理やリサイクル・リユースについて

横浜市のごみの量やＧ３０の取組について

ごみの発生を抑制し、資源を循環利用するために、暮ら
しの中で自分たちができる行動について

ごみの発生を抑制し、資源を循環利用するために、地域
で一緒に取組むことについて

とても関心がある ある程度関心がある あまり関心がない まったく関心がない 無回答

 

 

 

 

 

 

 

 

 
重点行動３ 水と緑をつなぐ環境保全行動 

(６) 貴団体では、水辺や緑の保全についてどの程度関心がありますか。最も近いものを１つ 

選んで○をつけてください。 

・３つの重点行動の中で関心度が最も高い（平均：約 86％）。特に「横浜市の水辺や緑の現

状や、市が進めている保全・創造の取組について」は約 90％と最も高い。 

59.0%

37.7%

50.8%

57.4%

45.9%

27.9%

42.6%

39.3%

31.1%

36.1%

9.8%

9.8%

6.6%

8.2%

9.8%

6.6%

3.3%

3.3%

9.8%

3.3%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

1.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

水辺や緑の減少がもたらすメカニズムや現状・影響に
ついて

世界や日本での水辺や緑の保全・創造の取組につい
て

横浜市の水辺や緑の現状や、市が進めている保全・
創造の取組について

水辺や緑の保全と創造に向けて、暮らしの中で自分
たちができる行動について

水辺や緑の保全と創造に向けて、地域で一緒に取組
むことについて

とても関心がある ある程度関心がある あまり関心がない まったく関心がない 無回答
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④ 横浜市の環境教育関連施策について 

(７) 活動団体が環境行動を行っていくために、横浜市の取組みや施策は十分整っていると 

感じられますか。  

・しくみの充実度の評価が最も高いのは「イベントやフォーラムなど、活動の成果を発表し

たり仲間作りをするための機会」（約 69％）である。一方、「地域で各主体が連携して環境

行動を進めるためのコーディネート機能」の評価は低い（約 39％）。 

6.6%

14.8%

8.2%

9.8%

4.9%

47.5%

54.1%

50.8%

49.2%

34.4%

31.1%

45.9%

8.2%

8.2%

6.6%

11.5%

8.2%

36.1%

21.3%

29.5%

1.6%

1.6%

3.3%

0.0%

6.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

団体運営や活動の中心となる人材を育てるための講座
や研修

イベントやフォーラムなど、活動の成果を発表したり仲間
作りをするための機会

団体が活動や発表を行うための施設や場の提供

団体や環境行動の情報提供

地域で各主体（地域・学校・環境活動団体・事業者・行
政）が連携して環境行動を進めるためのコーディネート

機能

十分整っている ある程度整っている あまり整っていない まったく整っていない 無回答

 
 

(８)地域や市域の環境課題に対し、他の主体と連携・協力しながら取組んだことがあった場合、 

その相手先はどこですか。該当するもの全てに○をつけてください。  
・連携の相手先としては行政が最も多く（約 61％）、「協力・連携は行っていない」の回答は

約 12％と少ない。 

協力・連携している相手先（複数回答）

52.5%

47.5%

49.2%

19.7%

60.7%

6.6%

11.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

自治会・町内会

学校

他の環境活動団体

事業所

行政

その他

協力・連携は行っていない

 

３．まとめ 
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１）各主体別の関心・行動・協働について 

① 市民 

・約 98％の市民が環境に関心を持っているが、必ずしも行動実践には結びついていない（半数

近くの人が関心はあるが特に何もしていない）。 

・半数を超える人が何らかの行動をしているが、協働による取組を行っている人はごくわずか

で、ほとんどの人が個人レベルの行動である。 

・行動内容としては、しくみが整ったもの（ごみの分別等）の実践度は非常に高い。一方、コ

ストがかかるもの（新エネルギーの導入等）や、集団で行うもの（ボランティアや観察会等）

の実践度は低い。 

・各組織間での自主的な連携については、図られていないと感じている人が半数を超える。 

 

② 事業者 

・90％近くの事業者が、環境問題への取組を社全体として行っているが、必要と感じながらも

何もしていない事業者が約 7％存在する。 

・活動内容をとしては、環境法令の遵守、事業活動にともなう環境負荷の低減、環境方針・環

境目標や計画の策定については、半数を超える事業者が社全体で取り組んでいるが、地域で

の取組など（従業員のボランティア活動支援等）は実践度が低い。 

・他の主体との連携は、行っていないところが約 40％ある。 

 

③ 市民活動団体 

・無回答を除くと、すべての団体が、自分の団体の主テーマ以外の分野にも関心を持っており、

他の団体と協働している団体も約 28％存在する。 

・他の主体との交流会や、地域のお祭りやイベントへの参加は、60％を超える団体が実施して

いる。 

・他の主体との連携は、相手先としては行政、自治会・町内会、他の環境活動団体、学校など

とが多く、それぞれ概ね 50％以上の団体が行っている。連携していないのは８団体（全 61

団体）のみであった。 

 

 

２）３つの重点行動について 

① ３６０万人の温暖化防止行動 

・市民、事業者の関心度は高い（いずれも 89％以上）。特に「地球温暖化のメカニズムや現状・

影響について」や「地球温暖化防止に向けて自分たちができる行動について」への関心が高

い。 

・関心と行動の関係をみると、市民では関心の高さが行動実践には必ずしも結びついていない。

また、事業者では、「省エネ型電気機器の導入、クールビズの実践」や「ボイラー・空調機器

の高効率・省エネ型への更新」などは、社全体として取組んでいるところが 60％を超えてい

る。 

 

② ごみにしない３つのR行動 
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・３つの重点行動の中で市民、事業者、環境活動団体ともに関心度が最も高い。特に事業者で

は、「とても関心がある」とした割合が高い。 

・関心と行動の関係をみると、関心度と行動実践度がともに高い。特に事業者では、全ての項

目について概ね７０％前後で何らかの取り組みを行っている。 

 

③ 水と緑をつなぐ環境保全行動 

・３つの重点行動の中で市民、事業者の関心度、行動実践度は最も低い。 

・環境活動団体は、団体自身の活動テーマと一致したところが多かったこともあり、関心度は

高く、「とても関心がある」割合も非常に高い。特に「市が進める保全・創造の取組について」

の関心度が最も高い（90％）。 

 

 

 

 


